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先日の山形新聞で大江町の山で鹿が見つかったことが

1面に大きく取り上げられていました。

ウサヒ 「なんか珍しい大型動物とか捕まえれば話題になるんじゃないですか？」

上司 「お前とかか？」

▲朝日町で時折みられる大きな生き物

さて、2 月 6 日（日曜日）に Asahi 自然観であったスキー場まつりのレポートの続編です。



汚い手段を巧みに用いて参加者たちを苦しめたジャンケン大会を終えたウサヒは

続いてフラッグレースをお手伝いをすることになりました。

▲手袋をはめかえることで、グー・チョキ・パーのすべてが

出せるようになった（自称）ジャンケン神ウサヒ。

続いてフラッグレースの場所に移動



このレースと並行して、アスレチック宝探し（スキー場に隠されたお宝を探すゲーム） も行な

われていたのですが、

ウサヒはこっちのレースに参加。

雪の上に立てられたフラッグを、スタートと同時に入って奪い合うゲームです。

▲欲望渦巻く白銀の世界では、日々、旗の奪い合いが続く

このゲームの賞品は有名メーカーのスキーゴーグルなのですが、

Wii がジャンケン賞品として出てしまったあとの燃え尽き現象を防ぐため、

なんと今回はウサヒが自前でプレゼントを買ってきました。



▲こんな感じ （のしがみはココロ館のアベさんが作ってくれました）

中身は以前に紹介したピッチングマシーンです。

魔球も投げられる優れものですが、いまいち胡散臭さが漂う・・・

まぁ、事前のポスターですでに 「うさんくさいプレゼント」 と

銘打ってあるのでまぁ問題ないか・・・



▲ウサヒがまともなものをくれるわけがないということでここはひとつ。

ちなみに、ピッチングマシーン以外にも

・変な形のマッサージ器 （頭皮を刺激するやつ）

・iPod っぽい形をしたメモ帳 （けっこう値が張る）

・サイクルコンピューター （自転車のスピードがわかるやつ）

と言う感じに、いるかいらないかと聞かれたら

どちらかというといらないものを主に取り揃えてきました。

もちろん、これに予算が出るわけないので、

すべてウサヒの自腹です。（東京・秋葉原で買ってきました）



▲他の賞品にうもれてなお、異質に輝くウサヒのプレゼント

これからも、ウサヒはこんな感じに刺激的なアイテムを寄付していこうと思います。

フラッグレースは比較的フェアに戦いを終え、

お昼そっちのけでそり遊びをしました。

▲ゴムチューブはものすごくすべる



午後からは、

このゴムチューブを使ったタイムレース

「なんちゃってタイムレース」が開かれました。

これは、雪山を登りきってからそりで下るまでの時間を事前に申告し

予告したタイムに最も近くゴールした人が勝ちというレースです。

1 位の商品が象印の加湿器ということもあり、

お母さんの応援に熱が入るも、

別に急いだところでかてるわけでもないと云う

ある意味過酷なレース展開が

ウサヒ的には見ていて一番楽しかったです。

▲時間感覚を狂わせるため、スタートはストックの周りをぐるぐる回ってからスタートします。



▲ウサヒもやってみましたが、これが極端にきついです。

▲坂を駆け上がってゴムチューブのそりで降りてくるのです。

しかし、この過酷なレースにもかかわらず、終わってみたらゴールの誤差はなんと 2秒差



文句なしの 1位には、象印の加湿器（25，000 円相当）がプレゼントされました。

こうして、豪華賞品盛りだくさんのスキー場まつりは無事終了。

最高の天気のもとみんなと楽しい時間が過ごせてウサヒはとっても満足でした。

来年はもっと盛り上がるイベントができそう！と、今からわくわくしています。

帰りがけ、ウサヒを片付けていてやっと財布が紛失していることに

中の人は気づいたのですが

小形さん 「財布なら自然観のロビーにおいてあるよー」

と、とっても気軽な感じに教えてくれました。

中の人 「（アレ？これって、けっこう大変なことだったんじゃなんじゃないかな・・・？）」

と思いつつ、とりあえず、戻ったお財布でリンゴ温泉に行くことにしたのでした。

スキー場まつりレポート終わり



おまけ告知：

今回ウサヒがお世話になった Asahi 自然観では

2月 11 日（金曜日）に朝日町ワインとおいしいフランス料理を楽しむ食事会イベントがありま

す。

朝日町ワインとフランス料理の組み合わせ、

マリアージュをテーマにした企画「ワインの集い」

なんと、チケット完売の大人気企画なのだそうです。

おいしい朝日町のワインをステキなお料理と一緒にお楽しみください。


